
４月１６日（火）～１８日（木） 旅を楽しむ会 

第 19回旅を楽しむ会「八丈島旅行」 

 鳥も通わぬ八丈島は思ったほど遠くはないが、八丈島には泳いで参ったと申した宇喜多秀家は、

島流しされて 83歳の生涯をこの地で閉じた。飛んできた我々旅の会の 12名は、その年齢には遠

い元気者の集まりである。 

 4月 16日早朝羽田を発ち、冠雪の富士を右手に 50数分で青空の八丈島に到着する。早速、八

丈富士と三原山を仰ぐひょうたん島の観光が始まる。流人が運び積み上げた玉石垣、服部屋敷、

今日は水無しの裏見の滝、明日葉工場、島は随所に見所満載である。コナンのアニメで有名なリー

ドパークホテルに連泊する。 

 2日目は濃霧のふれあい牧場で乳牛の親子を愛でる。山裾を除いてその上部は霧で見えない風

景だが、海岸にある秀家・豪姫夫妻の像や溶岩畳の景観を楽しむ。島民の憩いの場である町営の

見晴らしの湯の露天風呂から見る海岸線の風景は抜群だ。風呂上りゆっくりビールしたいのだが、

アルコールは販売していない。その 1杯が死を招く、飲酒運転防止のため真剣な取り組みの島民

に協力の我慢である。 

 3日目は黄八丈工房、道の駅風のあぐりマート、八丈植物公園で南国の花とおまけのキョンをみ

る。そして空港に向かう。帰りの飛行機はまだ到着していない。搭乗手続きを済ませ待合室で相当

待たされる。アナウンスが流れる。視界悪く降りられないので、只今八丈島上空を旋回中、着陸の

タイミングを待っている。着陸が無理な場合は羽田に戻りますとのこと。どうやら八丈島空港には着

陸の計器誘導装置がないらしい。もしかして、もう 1泊となるかなと不安のまま時間が経過する。こ

れは紛争地で帰国機を待つ邦人の気持ちと同じだと余分な考えがよぎる。会話に疲れた頃だった。

薄暗くなった滑走路の彼方からぼんやりと音もなくＡＮＡ機が姿を現わした。それを見つけて待合室

中に歓声が上がりさらに嵐のような拍手喝采となる。晴れと霧の八丈から、全員無事に雨降る羽田

に到着する。 

 八丈は自然に恵まれ多彩な植物と花咲く島、以前の賑わいはないが、島民は頗る親切、町営バ

スは路線営業と観光を兼任、3日間観光に貸し切りとなる。（阪急トラピックス利用） 



  

   

 


